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7. ニ，三の泌尿器科疾患に対するリリペンの治験
深谷邦男，北原敬二，今津陣
水野春江，片海宜光
最近，非ステロイド性消炎剤の登場により術後の疹
痛，炎症性反応の減少，急性，慢性の炎症に対する抗生
剤との併用などによりかなりの効果を収めている。
われわれは泌尿器科領域における，陰茎，陰嚢内手術
の術後浮腫，急性および慢性勝勝炎に対し，本剤を使用
し、治療期聞をかなり短縮することが出来た。 
8. 跨脱憩室を伴える腸脱血管腫の 1例
石川尭夫(国立習志野)
無症候性血尿を主訴とする 80才の男子において，勝
勝鏡的及びレ線学的に勝脱憩室を証明するのみで，血尿
の原因不明のまま勝脱憩室腫湯を疑い，試験開腹により，
勝脱頚部に粟粒大の赤青色の結石を認め，これを含めて
勝抗部分切除術を行なった。組織学には Kappillaren 
Haemangiomである。本邦勝脱血管腫について，若干
の統計的観察を行なった。
9. 脊損患者の臨床経過
並木徳重郎，梶本伸一(千葉労災)
千葉労災病院開院以来，収容した脊損患者は 41名に
達し，うち頚椎損傷患者 20名，胸椎損傷患者 20名，腰
椎損傷患者 6名であった。
おのおのについて受傷よりネラトン抜去迄の期間，残
尿 50cc以下，ほとんど勝洗を必要としない安定期迄の
期間を比較検討した。また残尿量やカテーテ Jレ留置の有
無と細菌数との関係，多発しやすい合併症およびその処
置などについて述べた。 
10. 夜原症の治療と予後
遠藤博志，北村温，梶本伸一，田村欣一
伊藤弘世，佐藤智則，伊藤誠
夜尿症に対する治療法は現在までほとんど無数といわ
れるほど報告されているが，なお決定的な方法は発表さ
れていない。しかし，その大部分はある一定期間後には
治癒しているところからその予後について検討してみる
と，器質的原因疾患があると思われるものも，原因治療
を行なわずかなり治癒しており，また投与薬剤による差
異もない状態である。すなわち，本症治療にあたっては
患児の生活環境の改善を計り，薬物療法はその補助的手
段とも考えられ，治療にあたる医師，両親のたゆまざる
愛情が必要と考えられる。 
11. 腎孟腎炎の治療 
百瀬剛一
腎孟腎炎特に慢性腎孟腎炎の診断および治療法は現在
なお困難なものの一つである。
今回，慢性腎孟腎炎の治療法の二，三の問題を取り上
げ検討し，ここに報告する。
